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揺動刺激が重症心身障害児の体圧分散と情動と自律神経に与える効果について
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研究成果の概要：各条件における各測定項目の中央値と条件間の変化量の差を調査した結果、自律神経反応は、
揺動刺激条件において有意差がみられた（p＜0.05）。また、各測定項目の条件間の変化量については、自律神
経反応の変化量に有意差がみられた（p＜0.05）。さらに、担任に実施した観察用質問紙の回答の各条件の中央
値と効果量を算出したところ、“リラックス”の項目のみ有意差がみられ（p＜0.05）、効果量はlargeであっ
た。よって、本研究結果から、揺動ベッドの揺動刺激は、重症心身障害児者の自律神経反応に好影響を与え、リ
ラクセーションを促進する効果があることが示された。

研究分野： 特別支援教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的・社会的意義は、新たな支援ツールとして揺動ベッドの効果検証を行うこと、重症心身障害児へ
の揺動刺激を取り入れた授業づくりの提言、余暇活動の充実への貢献である。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
 重症心身障害児 10 名に対して、揺動ベッドを使って揺動刺激を与えることによって、（１）
筋の過緊張、（２）関節可動域、（３）情動、（４）自律神経反応にどのような変化や改善がみら
れるのかについて検証すること 
 
 
 
 
 
 
２．研究成果 
各条件における各測定項目の中央値と条件間の変化量の差を調査した。その結果、大腿直筋

（左右）の筋硬度と股関節開排距離に有意差はみられなかった。自律神経反応については、コ
ントロール条件での有意差はみられなかったが、揺動刺激条件では有意差がみられた（p＜0.05）。
各測定項目の条件間の変化量については、左右の大腿直筋の筋硬度と股関節開排距離に有意差
はみられなかったが、自律神経反応の変化量に有意差がみられた（p＜0.05）。また、担任に実
施した観察用質問紙の回答の各条件の中央値と効果量を算出したところ、“リラックス”の項目
のみ有意差がみられ（p＜0.05）、効果量は large であった。つまり、本研究結果から、揺動ベ
ッドの揺動刺激は、重症心身障害児者の自律神経反応に好影響を与え、リラクセーションを促
進する効果があることが示された。 
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